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研
修
目
的

一
．
青
年
が
レ
ダ
の
開
拓
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
奉
仕
精
神

（
た
め
に
生
き
る
）
学
ぶ
。

二
．
レ
ダ
開
拓
を
担
う
後
継
者
を
目
指
す
。

．
対
象
者

：
古
市
、
平
野
、
西
川
、
佐
藤

（
４
名
）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

三
日
研
修
「
レ
ダ
開
拓
の
意
義
と
目
的
に
つ
い
て
」

第
一
週

農
業
、
牧
畜
、
養
殖

第
二
週

ト
ラ
ク
タ
ー
運
転
、
水
作
り
、
植
樹
園&

庭
園
管
理
、

建
物
管
理
（
掃
除
）

第
三
週

釣
り
、
乗
馬
、
イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
村
訪
問
の
準
備

（
歌
、
ゲ
ー
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

第
四
週

イ
ン
デ
ィ
ヘ
ナ
村
体
験
交
流
（
植
樹
等
）

第
五
週

パ
ラ
グ
ア
イ
・
ツ
ア
ー
（
ス
ペ
イ
ン
語
学
習
）

青
年
達
は
第
一
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
大
山
組
で
、
支
流
奥
レ
テ
ロ
の
近
く
で
、
三
、

四
日
前
に
死
ん
だ
牛
が
異
臭
を
放
っ
て
、
黒
い
剥
げ
鷹
も
何
羽
も
た
む
ろ
し

て
来
て
い
る
為
、
穴
を
掘
り
葬
っ
て
あ
げ
る
作
業
で
し
た
。
第
二
ラ
ウ
ン
ド

は
、
昨
日
に
引
き
続
き
第
二
農
場
で
、
水
草
の
処
理
、
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
な
り
の
力
仕
事
で
す
が
、
懸
命
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
昼
前
に
突

然

雨

が
降
り
出
し
、
皆
濡
れ
な
が
ら
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

午
後
は
休
む
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
が
、
大
山
、

大
和
田
先
生
達
の
為
の
ロ
ッ
カ
ー
組
み
立
て

で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
晩
報
告
反
省
会
を
成
し
、
感
想
文
も

書
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

九
月
の
頃
は
ど
う
な
る
の
か
心
配
の

向
き
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
十
月
一

日
か
ら
三
日
修
を
成
し
、
四
〇
日
研
修

で
新
し
い
出
発
を
成
し
、
今
で
は
皆
前

向
き
な
姿
勢
で
、
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。
（
飯
野
先
生
記
）

レ
ダ
に
滞
在
す
る
青
年
達
へ
の
特
別
研
修
会

（
十
月
一
日
ー
十
一
月
九
日
）

青年達、泥田で魚つかみ取り。 第二農園の入り口近く
の池の水をポンプで汲み上げた後、泥田に 青年達が入り、

カスクード、うなぎなどを捕まえました。



四
名
の
青
年
研
修
実
践
の
第
一
日
、
二

日
は
、
上
山
、
大
山
組
み
の
傘
下
で
、
第

二
農
場
の
入
り
口
近
く
の
池
が
、
数
年
放

置
さ
れ
て
、
水
草
で
覆
い
尽
く
さ
れ
た
為
、

水
草
撤
去
を
成
し
、
イ
ケ
ス
の
一
部
と
し

て
利
用
で
き
た
ら
と
い
う
こ
と
で
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
初
、
鍬
で
水
草
を
池
の
中
か
ら
引
き

上
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
繋
が
っ
て
い

て
、
根
っ
こ
が
水
と
泥
を
し
っ
か
り
含
ん

で
い
る
為
、
余
り
に
重
く
、
能
率
が
悪
い

と
い
う
こ
と
で
、
ロ
ー
プ
を
水
草
に
巻
き

付
け
て
ト
ラ
ク
タ
ー
で
引
っ
張
り
上
げ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
魚
と
共
に
蛇
も
住
ん

で
い
る
の
で
、
素
足
で
入
る
の
に
躊
躇
わ

れ
ま
す
が
、
現
地
労
働
者
は
手
慣
れ
た
と

い
う
か
、
勇
気
が
あ
る
と
い
う
か
、
ぬ
か
っ

た
池
に
入
っ
て
行
き
ま
す
。
ボ
ー
ト
も
出

し
て
応
援
で
す
。
や
は
り
ト
ラ
ク
タ
ー
は

力
が
あ
り
、
見
事
に
水
草
引
き
上
げ
成
功

で
し
た
。

『
朝
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
村
へ
、
上
山
、

伊
達
氏
と
私
の
三
人
で
行
っ
て
来
ま
し
た
。

十
月
末
に
研
修
の
青
年
四
人
を
イ
ン
デ
ィ

ヘ
ナ
村
へ
の
奉
仕
に
行
く
た
め
、
そ
の
準

備
の
打
ち
合
わ
せ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

村
長
と
逢
い
、
い
ろ
い
ろ
話
し
合
っ
た

結
果
、
以
前
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
が
植
樹
し

た
公
園
内
の
ダ
メ
に
な
っ
た
ニ
ー
ム
の
木

の
植
え
替
え
と
、
新
た
に
園
内
に
ニ
列
植

樹
す
る
こ
と
で
合
意
、
４
０
本
程
穴
を
掘
っ

て
準
備
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
』

飯
野
先
生
よ
り



日
本
の
大
学
生
が
社
会
奉
仕
活
動

我
々
の
国
の
環
境
保
護
の
為
に
パ
ラ
グ
ア
イ
を
訪
問

カ
リ
ブ
の
リ
ゾ
ー
ト
地
や
、
西
欧
の
ツ
ー
リ
ス
ト
向
け

娯
楽
施
設
を
訪
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
学
生
の
グ

ル
ー
プ
は
チ
ャ
コ
の
原
住
民
コ
ム
ニ
テ
ィ
を
助
け
、
ミ

ン
ガ
グ
ア
ス
の
町
に
木
を
植
え
る
た
め
に
我
々
の
国
を

訪
れ
た
。

西
暦
二
〇
〇
〇
年
よ
り
、
南
北
米
福
地
開
発
財
団
は

日
本
の
学
生
た
ち
を
パ
ラ
グ
ア
イ
に
招
待
し
、
社
会
奉

仕
活
動
、
特
に
原
住
民
コ
ム
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
援
助
を

行
っ
て
き
た
。
過
去
に
お
い
て
は
、
学
生
た
ち
は
パ
ラ

グ
ア
イ
川
沿
岸
の
原
住
民
に
対
し
て
学
校
を
建
設
し
、

彼
ら
の
コ
ム
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
植
林
を
行
っ
て
き
た
。

今
年
は
、
ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
の1

4
d
e

M
a
y
o

を
訪

れ
、
そ
こ
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
学
校
の
ペ
ン
キ
塗
り
を

行
い
、
彼
ら
と
植
樹
を
し
、
文
化
交
流
を
な
し
た
。
学
生

の
一
人
、
石
村
聡
史
氏
は
、
“
言
葉
の
壁
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
会
話
を
な
し
、
彼
ら
は

我
々
を
彼
ら
の
家
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
厳
し
い
環

境
の
中
で
ど
の
よ
う
に
住
ん
で
い
る
か
を
見
た
そ
の
体
験

は
他
で
は
得
ら
れ
な
い
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
と
な
っ
た
。
”

と
語
っ
た
。

カ
ト
レ
セ
マ
ジ
ョ
村
か
ら
か
ら
次
に
バ
イ
ア
ネ
グ
ラ
に

行
き
、
現
地
の
青
年
た
ち
と
植
樹
を
な
し
た
。
そ
こ
で
二

日
間
滞
在
し
、
そ
の
後
、
プ
エ
ル
ト
レ
ダ
に
向
か
い
、
そ

こ
で
始
め
て
川
に
入
っ
て
体
を
洗
っ
た
。

こ
の
体
験
は
、
日
本
の
青
年
た
ち
に
と
っ
て
印
象
的
な

も
の
と
な
っ
た
よ
う
で
、
彼
ら
の
多
く
が
、
日
本
に
い
る

友
人
に
こ
の
体
験
を
話
し
た
い
と
語
っ
た
。

チ
ャ
コ
で
の
様
々
の
活
動
の
後
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
へ
戻

り
、
ミ
ン
ガ
グ
ア
ス
へ
行
き
、
そ
こ
で
そ
の
地
域
の
五
十

校
に
対
し
て
苗
木
を
贈
呈
し
た
。
そ
こ
に
お
い
て
、
日
本

の
学
生
た
ち
は
、
地
域
の
中
高
生
や
そ
の
市
の
職
員
た
ち

と
植
樹
を
行
っ
た
。

こ
の
地
に
お
い
て
、
財
団
の
副
会
長
で
あ
る
佐
野
道
准

氏
は
、
『
我
々
の
団
体
は
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
の
保
護
に
尽
力

し
て
お
り
、
そ
れ
故
毎
年
、
こ
の
地
域
の
植
樹
を
し
て
お

り
、
ア
ル
ト
パ
ラ
グ
ア
イ
州
の
住
民
、
特
に
原
住
民
の
コ

ム
ニ
テ
ィ
に
対
し
て
、
社
会
奉
仕
活
動
を
な
し
て
お
り
、

そ
こ
の3

箇
所
に
学
校
建
設
を
な
し
て
き
ま
し
た
。
”
と

語
り
、
更
に
、
国
の
将
来
は
そ
の
国
の
青
年
た
ち
を
如
何

に
教
育
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ミ
ン
ガ
グ

ア
ス
に
来
て
植
樹
活
動
を
す
る
理
由
は
、
青
年
た
ち
が
環

境
に
感
謝
し
、
尊
重
し
、
保
護
す
る
こ
と
を
学
ぶ
た
め
で

あ
り
ま
す
。
』
と
ミ
ン
ガ
グ
ア
ス
の
市
の
職
員
や
学
生
た

ち
に
対
す
る
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
述
べ
た
。

我
々
の
国
を
訪
れ
た
学
生
は
藤
原
周
平
、
渡
辺
尚
孝
、

森
川
修
啓
、
木
口
泰
孝
、
池
口
興
樹
、
石
村
聡
史
、
田
中

国
隆
、
山
上
園
誉
、
富
里
情
美
、
小
舛
利
奈
、
加
藤
晴
香
、

石
田
佳
代
そ
し
て
、
日
本
の
団
体
よ
り
事
務
局
長
の
柴
沼

邦
彦
氏
と
副
会
長
の
飯
野
貞
夫
氏
が
同
行
し
た
。



第
十
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕
隊
に
参
加
し
、
東
京
近
郊
に
住

ん
で
い
る
隊
員
が
六
名
、
南
北
米
の
事
務
所
に
集
ま
り
、
活
動

中
に
各
自
が
撮
っ
た
写
真
を
交
換
し
、
活
動
中
の
思
い
出
を
語

り

な

が
ら
、
笑
い
の
絶
え
な
い
交
流
の
時

間

を
持
ち
ま
し
た
。

活
動
か
ら
帰
り
、
多
く
の
友

人
に
南
米
で
の
体
験
を
話
す

中
で
、
是
非
、
次
回
の
奉

仕
隊
に
参
加
し
た
い
と
希

望
す
る
友
人
が
多
く
出
て

い
る
と
の
こ
と
、
よ
り
充

実
し
た
内
容
を
計
画
し
よ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

南
北
米
福
地
開
発
協
会

事
務
局

〒
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三
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〇
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神
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崎
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柴
沼
邦
彦
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地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発

協
会
会
員
の
募
集

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
パ
ン
タ
ナ

ー
ル
地
域
へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動
を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進
し
、

そ
の
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の

大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
通
信
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー

等
の
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
会
員
へ
の
報
告
会
（
十
月
三
日
）

ア
メ
リ
カ
に
在
住
す
る
神
山
会
長
始
め
、
南
北

米
の
会
員
の
方
々
に
第
十
回
国
際
協
力
青
年
奉
仕

隊
の
活
動
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
柴
沼
事
務
局
長

が
報
告
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十
名
ほ
ど
で

し
た
が
参
加
し
た
青
年
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
感
想
に
特
に
感
動
し
た
と
の
感
想
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
既
に
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
レ
ダ
開
拓
に
参
加
し
た
会
員
も
多
く
、
ま

た
今
回
参
加
し
た
青
年
と
同
じ
年
代
の
子
供
達
を

持
つ
年
代
の
方
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
第
十

一
回
の
奉
仕
隊
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
参
加
さ
せ
、

日
米
共
同
の
奉
仕
隊
を
結
成
す
る
こ
と
が
会
議
で

も
決
定
し
ま
し
た
。

第
十
三
回

ピ
ー
ス
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
御
案
内

一
雨
ご
と
に
秋
深
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

国
や
世
界
に
向
か
う
べ
き
私
達
自
身
あ
る
い
は
私
達
の
家
庭
が
ど
の
よ
う

な
方
向
性
、
理
念
を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組
み
、
対
処
し
て
い

く
か
は
誰
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時

私
達
は
「
価
値
あ
る
生
き
方
」
「
真
実
な
生
き
方
」
を
深
く
知
っ
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

第
十
三
回
ピ
ー
ス
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
で
「
自
分
の
人
生
」
と
「
世
界
の
環

境
問
題
」
を
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
し
い
本
来
の
自
分
を
発
見

し
、
希
望
あ
る
未
来
を
実
現
し
た
い
と
願
わ
れ
る
皆
様
の
ピ
ー
ス
ラ
イ
フ
セ

ミ
ナ
ー
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
開
催
日
時

平
成
二
十
二
年
十
二
月
四
日
（
土
）
～
五
日
（
日
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

1

講
義

「
人
生
の
目
的
と
価
値
」

柴
沼
邦
彦
先
生

講
義
「
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
開
発
と
保
全
」
高
津
啓
洋
先
生

講
義

「R
e
v
.
M
o
o
n

と
の
出
会
い
」

櫻
井
設
雄
先
生

活
動
報
告

「
南
北
米
福
地
開
発
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
」

☆
開
催
場
所

川
崎
市
民
プ
ラ
ザ

詳
し
く
は
事
務
局
に


